
 

 

 

 

  

 

 

8月２０日に2学期始業式が行われました。29日間の休みを終え、 

子どもたちがたくましくなったように感じました。1学期の終業式で話

をした「チャレンジの夏〜自分で決めて自分で取り組む〜」をがんばっ

てくれたようです。2学期も続けていきましょう。また、2学期は、た

くさんの行事があります。それぞれのねらいが達成できるようにみんな 

取り組んでいきましょう。 

 さて、２学期に取り組んでほしいことに SDGｓがあります。SDGｓとは、世界をよ

りよくしていくための２０３０年までの目標です。目標は全部で１７個。地球上の豊かな

資源を未来に残し、今ある問題を解決してみんなが幸せに暮らせる世界をつくるために、

現在世界各国の人たちが取り組んでいます。では、わたしたちにできることは、「買い物には

マイバック」「プラスチック、ガラス、アルミをリサイクル」「無駄な紙は使わない」「電気を

節約する」・・・。自分たちでできることを取組み、地域に発信できるといいですね。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 27 日に学校運営協議会が行われました。小学校部会では、学校長の経営方針より出された「今年度学校が取

組みたいこと」をもとに学校運営協議会でできることは何か熟議しました。委員からは、以下のようなたくさんの意

見が出されました。その中で、今年度取り組むものを話し合いました。 

 

【学校が取り組みたいこと】 

・同じことを地域の人と取組むことでふれ合いをうむ。 

・学校を地域のコミュニティにする。 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の貢献する 

学校運営協議会でできることは何か 

【あいさつ】 

・誰にでもあいさつしてほしい。 

・委員があいさつ運動をして通学の見守りをする。 

【プルタブ回収】 

・子どもが各地区にちらしを配付・回収 

 ・地域と協力⇒⇒地域の資源回収の意識

向上 

 

 
【情報発信】 

・西川新聞づくり  ・CM大賞 

 

【地域人材の活用】 

・持久走等の指導  ・ふるさと楽行の発展 

・地域団体との交流 ・畑の先生 

 

【日常的なコミュニティ】 

・英会話   ・ふるさと楽行 

・継続的なボランティア 

・集会所に子どもの作品を展示 

【保・小・中の一貫教育】 

町民運動会などみんなが集まる企画 

【自分たちがこれまで学んできたこと生かす】 

・学校行事への参加 

・自然学習の体系化 

・林業体験  ・お茶会 

・学 

地域を活性させる。 

達成感・貢献 

人とのふれあい 

人とのふれあい 

【今年度取り組んでいくもの】 
・地域と協力したプルタブ・アルミ缶回収 

・学校運営協議会委員と地域他団体との交流 

2学期始業式 校長の話より 第１回西川町学校運営協議会報告より 

 

アルミ缶・プルタブ回収のご協力を！ 

【学校運営協議会委員】◎委員長〇副委員長  

◎古澤 勝廣 氏  〇黒田 啓  氏 

・土田 健  氏  ・白田 孝人 氏 

・菅野 陽子 氏  ・黒坂 永大 氏 

・荒木 多門 氏  ・伊藤  貢 氏 

 

 

 

西川小計画委員会より 

西川町の特徴・ 

よさの意識化 

日本人の誇り 

 

アルミ缶・エコキャップ回収のお願い（西川小計画委員会） 
１ 理 由  環境破壊を防ぎたい。  そのために⇒エコキャップを回収しワクチンにする。 

        人の役に立ちたい。   そのために⇒⇒アルミ缶を回収し、車いすをケアハイツに届ける。 

 

２ 場 所  西川小学校ピロティのかごの中。 

 

３ いつから  9 月２８日（火）〜1月31日（月）        

 

４ お 願 い  ・アルミ缶はよく洗ってかわかしてもってきてください。 

        ・エコキャップは、缶詰のふた、アルミキャップ、しょうゆのふた、ミネラルウォーターは、

回収しません。 

        ・エコキャップも良く洗ってかわかしてもってきてください。 

 

 

 

  

 

      

よろしくお願いします。 


